
( 電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく書面交付請求による交付書面に記載しない事項 )
連 結 計 算 書 類 の 連 結 注 記 表
計 算 書 類 の 個 別 注 記 表
（2023年４月１日から2024年３月31日）

上記事項につきましては、法令及び定款第15条の規定に基づき、交付書面請求をいただいた
株主様に対して交付する書面には記載しておりません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子提供
措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたします。

株 主 各 位

第67期定時株主総会資料

萩原電気ホールディングス株式会社



市場価格のない株式等…………
以外のもの

市場価格等に基づく時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、
売却原価は、移動平均法により算定）

連結注記表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
⒈ 連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び連結子会社の名称
連結子会社の数……………………13社
連結子会社の名称…………………萩原エレクトロニクス株式会社

萩原テクノソリューションズ株式会社
萩原エンジニアリング株式会社
萩原北都テクノ株式会社
Singapore Hagiwara Pte. Ltd.
Hagiwara America, Inc.
萩原電気韓国株式会社
萩原貿易（上海）有限公司
Hagiwara Electric Europe GmbH
Hagiwara Electric (Thailand) Co., Ltd.
Hagiwara Electronics India Private Limited
萩原電子設備（上海）有限公司
萩原電氣香港有限公司

連結の範囲の変更…………………当連結会計年度において、新たに設立した萩原
電氣香港有限公司を連結の範囲に含めておりま
す。

⒉ 連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、Singapore Hagiwara Pte. Ltd.、Hagiwara America, Inc.、萩
原貿易（上海）有限公司、萩原電子設備（上海）有限公司及び萩原電氣香港有限公司
の決算日は12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては、連結子会社の
同日現在の計算書類を使用しておりますが、連結決算日との間に生じた重要な取引に
ついては連結上必要な調整を行っております。

⒊ 会計方針に関する事項
⑴ 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
満期保有目的の債券………………償却原価法（定額法）
その他有価証券

市場価格のない株式等…………移動平均法による原価法
② 棚卸資産……………………………主として移動平均法による原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方法）
③ デリバティブ………………………時価法を採用しております。
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（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物
（建物附属設備は除く）並びに2016年４月１日
以降に取得した建物附属設備及び構築物について
は、定額法によっております。

建物及び構築物 31～50年
機械装置及び運搬具 ４～17年

（リース資産を除く） なお、耐用年数については、法人税法に規定する
方法と同一の基準によっております。

③ リース資産…………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとす
る定額法によっております。

① 貸倒引当金…………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権
については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別債権の回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

⑵ 重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産………………………主として定率法によっております。

なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。

② 無形固定資産………………………主として定額法によっております。

ただし、ソフトウェア（自社利用分）について
は、社内における利用可能期間（主として５年）
に基づく定額法によっております。

⑶ 重要な引当金の計上基準

② 役員賞与引当金……………………役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、
支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う分を
計上しております。

③ 受注損失引当金……………………受注案件の損失に備えるため、請負契約に基づく
案件のうち、当連結会計年度末において将来の損
失が見込まれ、かつ、当該損失金額を合理的に見
積もることが可能な案件について、損失見込額を
計上しております。

④ 製品保証引当金……………………販売した製品に関する補償費用の支出に備えるた
め、今後支出が見込まれる金額を計上しておりま
す。

⑷ 収益及び費用の計上基準
当社グループは、下記の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しています。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する
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当社グループは、財又はサービスを顧客に移転する前に支配している場合には本人
取引として取引により得られた対価の総額を、財又はサービスが顧客に提供される
ように手配している場合には取引により得られた対価の総額から第三者に対する支
払額を差し引いた純額のみを、収益として認識しております。本人か代理人かの検
討に際しては、下記の指標に基づき総合的に判断しております。
・当社グループが、特定された財又はサービスを提供する約束の履行に対する主た

る責任を有している
・特定された財又はサービスが顧客に移転される前、又は顧客へ支配の移転の後

に、当社グループが在庫リスクを有している
・特定された財又はサービスの価格の設定において当社グループに裁量権がある

①商品及び製品の販売
当社グループは、デバイス事業におきまして、自動車関連企業を主な顧客として
半導体や電子部品の販売等を行っており、ソリューション事業におきましては、
ＩＴ機器、組込機器、及び計測機器の販売から産業用ソフトウェア及びハードウ
ェアの開発・製造・販売を行っております。
商品の販売につきましては、主に仕入れた商品を顧客に供給することを履行義務
としております。国内取引につきましては、出荷時から当該商品の支配が顧客に
移転される時までの期間が通常の期間であるため、商品の出荷時点において支配
が顧客に移転して履行義務が充足されると判断し、当時点において収益を認識し
ています。また、国外取引につきましては、商品の検収時点において支配が顧客
に移転して履行義務が充足されると判断し、当時点において収益を認識していま
す。
製品の販売につきましては、主に顧客への引渡の際に据付を要する製品について
は検収時点、また、据付を要しない製品については出荷時点に、顧客が当該製品
に対する支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、当時点
において収益を認識しております。
商品及び製品の販売における収益は、顧客との契約による取引価格に基づき認識
しており、取引の対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領して
おり、重要な金融要素は含んでおりません。

②保守等のサービス業務
主にソリューション事業におきまして、システムの保守契約、ソフトウェアライ
センスのサブスクリプション契約、長期の請負契約等にもとづき、一定期間にわ
たって役務等を提供することを履行義務としております。これら保守等のサービ
ス業務につきましては、履行義務が一定期間にわたり充足されると判断し、サー
ビス提供期間にわたり定額で、または進捗度に応じて収益を認識しております。
保守等のサービス業務における収益は、顧客との契約による取引価格に基づき認
識しており、取引の対価は、履行義務を充足してから主として１年以内に受領し
ており、重要な金融要素は含んでおりません。
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⑸ 退職給付に係る資産及び負債の計上基準
親会社は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基
づき、退職給付債務から年金資産を控除した額を計上しております。
過去勤務費用は、その発生時の連結会計年度で一括処理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間
以内の一定の年数（13年）による定額法により、それぞれ発生の翌連結会計年度か
ら費用処理しております。
未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその
他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

⑹ 連結計算書類の作成の基礎となった連結会社の計算書類の作成にあたって採用した重
要な外貨建資産または負債の本邦通貨への換算の基準

在外子会社の資産及び負債は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換
算し、収益及び費用は、期中平均為替相場により円貨に換算し、換算差額は純資産
の部における為替換算調整勘定に含めております。

⑺ 重要なヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。ただし、当社は、為替予約が付されている
外貨建金銭債権債務については、振当処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段　先物為替予約及び通貨オプション取引
ヘッジ対象　外貨建金銭債権債務及び外貨建予定取引

③ヘッジ方針
親会社が定めたデリバティブ管理基準に則って外貨建金銭債権債務に係る為替変
動リスクをヘッジしております。
投機目的によるデリバティブ取引は行っておりません。

④ヘッジ有効性評価の方法
ヘッジ対象とヘッジ手段の通貨別、期日、金額等の重要な条件が同一であり、高
い相関関係があると考えられるため、有効性の判定を省略しております。
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（単位：百万円）
報告セグメント

合計デバイス事業 ソリューション
事業

地域別
日本 141,936 28,869 170,806
アジア 24,581 114 24,696
北米 24,899 － 24,899
南米 2 － 2
欧州 4,706 38 4,745

合計 196,126 29,023 225,150

（単位：百万円）
当連結会計年度

（2024年３月31日）
契約資産（期首残高） 189
契約資産（期末残高） 940
契約負債（期首残高） 1,659
契約負債（期末残高） 1,836

（収益認識に関する注記）
⑴ 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社グループは、顧客との契約から生じる収益を地域別（顧客の所在地別）に分解
しております。地域別の収益は報告セグメント毎に分解しております。これらの分
解した収益とセグメント収益の関連は、次のとおりであります。

⑵ 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表　
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）　⒊会計方
針に関する事項　⑷収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、
記載を省略しております。

⑶ 顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローと
の関係並びに当連結会計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度
以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報

契約資産及び契約負債の残高
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商品 40,606百万円
棚卸資産評価損 1,541百万円（当該金額は売上原価に含まれております。）

（会計上の見積りに関する注記）
（重要な会計上の見積り）

商品
⑴ 当連結会計年度の連結財務諸表に計上した金額

⑵ 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により貸借対照表価額を
算定しております。
棚卸資産のうち、特に重要性の高い商品に関する収益性の低下に基づく簿価の切下
げの具体的方法は、次の３種類の方法の組み合わせにより、評価減を実施しており
ます。
①正味売却価額と帳簿価額を比較し、正味売却価額が帳簿価額を下回っている場合

に正味売却価額まで帳簿価額を切り下げる方法
②商品の保有期間に基づいて、実績率等を用いた計算で一定金額まで帳簿価額を切

り下げる方法
③仕入先の取扱製品の生産終了に伴う棚卸資産については、将来の販売可能性を見

積り、販売が見込めない部分について帳簿価額を切り下げる方法
なお、将来の販売可能性は顧客の所要数量や顧客からの受注状況などに基づき見
積っておりますが、当該見積りは不確実性を伴うため、将来の市場環境の急激な
変化により、顧客の需要が見積りと乖離した場合は、翌期の連結財務諸表に影響
を及ぼす可能性があります。

（会計上の見積りの変更に関する注記）
（棚卸資産の収益性の低下による簿価切下げにおける見積りの変更）

当社グループは、棚卸資産の評価基準について、営業循環過程から外れた一定の期間を
超えて保有する棚卸資産について、帳簿価額を切り下げた価額をもって、連結貸借対照
表価額としております。
取引先との取引条件等が変化する中で、当社グループの営業循環過程における棚卸資産
の正常在庫の保有期間も変化しています。そのような中、業容の拡大で年々棚卸資産が
増加していること及び営業循環過程から外れた棚卸資産の一定の期間の払出しを評価す
るための十分な期間のデータが蓄積されたことによって、当該一定の期間の実態をより
詳細に把握することが当連結会計年度末において可能になったため、当連結会計年度末
より、帳簿価額の切り下げ額を評価する方法を変更しております。
この変更により、従来の方法と比べて、当連結会計年度の売上原価は486百万円増加
し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益が同額減少しています。

（追加情報）
（累積配当型優先株式の買取可能性）

萩原エレクトロニクス株式会社が2019年１月30日に発行した累積配当型優先株式
2,000百万円に関し、同社が債務の履行を遅滞した等、一定の事象が生じた場合又は、
2026年１月29日時点で当社又は萩原エレクトロニクス株式会社が同株式を取得してい
ない場合、当社が同株式を払込金額に加え累積未払配当金額で取得する義務が生じる可
能性があります。
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固定資産
有形固定資産 3,408百万円

建物及び構築物 2,133百万円
機械装置及び運搬具 83百万円
リース資産 302百万円
その他 888百万円

売上原価 1,550百万円

株式の種類 当連結会計年度期首 増　加 減　少 当連結会計年度末
普通株式（株） 9,018,000 1,100,000 － 10,118,000

株式の種類 当連結会計年度期首 増　加 減　少 当連結会計年度末
普通株式（株） 158,474 34 3,003 155,505

決　　　議 株式の種類 配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基　準　日 効力発生日

2023年５月15日
取 締 役 会 普通株式 841 95.00 2023年３月31日 2023年６月８日
2023年11月10日
取 締 役 会 普通株式 941 95.00 2023年９月30日 2023年12月８日

計 1,783

決　　　議 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基　準　日 効力発生日

2024年５月14日
取 締 役 会 普通株式 利益剰余金 896 90 2024年３月

31日
2024年６月

６日

（連結貸借対照表に関する注記）
資産から直接控除した減価償却累計額

（連結損益計算書に関する注記）
通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
⒈ 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

（注）増加数の内訳は、次のとおりであります。
新株予約権の行使による増加　　1,100,000株

⒉ 自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）増加数の内訳は、次のとおりであります。
単元未満株式の買取による増加　　34株

減少数の内訳は、次のとおりであります。
譲渡制限付株式報酬としての自己株式処分による減少　　3,003株

⒊ 当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
⑴ 配当金支払額

⑵ 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度と
なるもの
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（金融商品に関する注記）
⒈ 金融商品の状況に関する事項

⑴ 金融商品に対する取組方針
当社グループは、必要に応じて短期的な運転資金や設備資金などを主に銀行借入に
より調達しております。また、一時的な余剰資金は、流動性が高く安全性の高い金
融資産で運用しております。デリバティブは、リスクを回避するために利用し、投
機的な取引は行わない方針であります。

⑵ 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金及び電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒さ
れております。当該リスクに関しては、経理部門において取引先ごとの期日管理及
び残高管理を行うとともに、当社グループの与信管理基準に従い、経理部門におい
て主な取引先の信用状況を把握する体制としております。
投資有価証券は、主に取引先との業務上の関係または資本提携等に関連する企業の
株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。当該リスクに関しては、
経理部において、定期的に時価や発行体の財務状況等を把握しております｡
営業債務である支払手形及び買掛金及び電子記録債務は、そのほとんどが３ヶ月以
内の支払期日であります。
デリバティブ取引は、①当社グループ内における外貨建貸付金に係る為替の変動リ
スクに対するヘッジを目的とした為替予約取引、及び②外貨建ての営業債権債務に
係る為替の変動リスクに対するヘッジを目的とした先物為替予約取引、通貨オプシ
ョン取引であり、当社グループのデリバティブ管理規程に準じて管理を行っており
ます。
なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性
の評価方法等については、前述の連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
に関する注記等「3.会計方針に関する事項」（7）重要なヘッジ会計の方法をご覧
ください。
当社グループは外貨建の営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変
動リスクに対して、先物為替予約を利用してヘッジしております。また、予定取引
に関しては確実に発生すると見込まれる外貨建営業債権に対する為替の変動リスク
に対して、先物為替予約、通貨オプション取引を利用してヘッジしております。
当該デリバティブ取引の契約先は、いずれも信用度の高い金融機関であるため、相
手先の債務不履行によるリスクは僅少であると判断しております。
借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達（６ヶ月以内）であり、
長期借入金は、長期運転資金または設備投資に係る資金調達（原則として５年以
内）であります。
また、不測の事態に備え、機動的かつ安定的な資金調達枠の確保のため、取引金融
機関とコミットメントライン契約を締結しております。

⑶ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件
等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。
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（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 時価(※) 差額

⑴ 受取手形 136 136 －
⑵ 売掛金 35,667 35,667 －
⑶ 電子記録債権 11,939 11,939 －
⑷ 有価証券及び投資有価証券

① 満期保有目的の債券 301 298 △3
② その他有価証券 1,087 1,087 0

資産計 49,132 49,129 △3

⑴ 支払手形及び買掛金 24,696 24,696 －
⑵ 電子記録債務 4,630 4,630 －
⑶ 短期借入金 4,879 4,879 －
⑷ 社債 10,000 9,809 △190
⑸ 長期借入金 17,494 16,871 △623
⑹ リース債務（※３） 252 252 △0

負債計 61,953 61,139 △813

デリバティブ取引（※４）
⑴ ヘッジ会計が適用されてい

ないもの (145) (145) －
⑵ ヘッジ会計が適用されてい

るもの － － －
デリバティブ取引計 (145) (145) －

（単位：百万円）

非上場株式 172
非上場株式については、「金融商品
の時価等の開示に関する適用指針」
第5項に従い、時価開示の対象とは
しておりません。

⒉ 金融商品の時価等に関する事項
2024年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。

（※１）現金及び預金については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似すること
から、注記を省略しております。

（※２）市場価格のない株式等は、「有価証券及び投資有価証券」には含まれておりませ
ん。
当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

（※３）１年内返済予定のリース債務は、リース債務に含めて表示しております。
（※４）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で

正味の債務となる項目については、（　）で表示しております。
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（単位：百万円）

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券
その他有価証券

株式 986 － － 986
社債 － 100 － 100

資産計 986 100 － 1,086
デリバティブ取引

通貨関連 － (145) － (145)
負債計 － (145) － (145)

⒊ 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以
下の3つのレベルに分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において
形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価
格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプッ
ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ
ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベ
ルに時価を分類しております。

⑴ 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（※）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で
正味の債務となる項目については、（　）で表示しております。
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（単位：百万円）

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

受取手形 － 136 － 136
売掛金 － 36,607 － 36,607
電子記録債権 － 11,939 － 11,939
有価証券及び投資有価証券

その他有価証券
ゴルフ会員権 － 1 － 1

満期保有目的の債券
社債 － 298 － 298

資産計 － 48,983 － 48,983
支払手形及び買掛金 － 24,696 － 24,696
電子記録債務 － 4,630 － 4,630
短期借入金 － 4,879 － 4,879
社債 － 9,809 － 9,809
長期借入金 － 16,871 － 16,871
リース債務 － 252 － 252

負債計 － 61,139 － 61,139

⑵ 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
有価証券及び投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されてい
るため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
一方で、当社が保有している社債及びゴルフ会員権は、市場での取引頻度が低く、活発
な市場における相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類して
おります。

デリバティブ取引
これらの時価は、取引先金融機関から提示された価格に基づいて算定しており、レベル
２の時価に分類しております。

受取手形、売掛金、並びに電子記録債権
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、債権額と満期までの期間及び
信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価
に分類しております。

支払手形及び買掛金、電子記録債務、並びに短期借入金
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債務ごとに、その将来キャッシュ・フロー
と、返済期日までの期間及び信用リスクを加味した利率を基に割引現在価値法により算
定しており、レベル２の時価に分類しております。

社債、長期借入金
これらの時価は、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割
り引いた現在価値により算出しており、レベル２の時価に分類しております。
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⒈ １株当たり純資産額 4,839円87銭
⒉ １株当たり当期純利益 458円80銭

リース債務
これらの時価は、元利金の合計額を同様の新規リースを行った場合に想定される利率で
割り引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

（１株当たり情報に関する注記）
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市場価格のない株式等…………
以外のもの

市場価格等に基づく時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、
売却原価は、移動平均法により算定）

建物 31～50年

個別注記表
（重要な会計方針に係る事項）
⒈ 資産の評価基準及び評価方法

⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法
① 満期保有目的の債券………………償却原価法（定額法）
② 子会社株式…………………………移動平均法による原価法
③ その他有価証券

市場価格のない株式等…………移動平均法による原価法
⑵ デリバティブ

時価法を採用しております。

⒉ 固定資産の減価償却の方法
⑴ 有形固定資産…………………………定率法によっております。

（リース資産を除く） ただし､ 1998年４月１日以降取得した建物 (建物
附属設備を除く)並びに2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物については、定額
法によっております。
なお、主な耐用年数は、次のとおりであります。

⑵ 無形固定資産…………………………定額法によっております。
（リース資産を除く） 耐用年数については、法人税法に規定する方法と

同一の基準によっております。
ただし、ソフトウェア（自社利用分）について
は、社内における利用可能期間（主として５年）
に基づく定額法によっております。

⑶ リース資産……………………………リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとす
る定額法によっております。

⒊ 引当金の計上基準
⑴ 貸倒引当金……………………………債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特
定の債権については個別債権の回収可能性を勘案
し、回収不能見込額を計上しております。

⑵ 役員賞与引当金………………………役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、
支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上
しております。
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⑶ 退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末に
おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ
き当事業年度末において発生していると認められ
る額を退職給付引当金または前払年金費用として
計上しております。
過去勤務費用は、その発生時の事業年度で一括処
理しております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均
残存勤務期間以内の一定の年数（13年）による定
額法により、それぞれ発生の翌事業年度から費用
処理することにしております。

⒋ 退職給付に係る会計処理
退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書
類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

⒌ 収益及び費用の計上基準
当社は、下記の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しています。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する

当社の収益は、子会社からの経営指導料などの業務受託料、不動産利用料及び受取配
当金となります。業務受託料においては、子会社との契約内容に応じて受託した業務
を提供することが履行義務であり、業務が提供された時点で当社の履行義務が充足さ
れることから、当該時点で収益を認識しております。不動産利用料においては、子会
社への契約内容に応じたサービスを提供することが履行義務であり、契約期間の経過
とともに一定期間にわたり履行義務が充足されることから、当該時点において収益を
認識しております。受取配当金については、配当金の効力発生日をもって認識してお
ります。
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固定資産
有形固定資産 1,478百万円

建物 1,050百万円
構築物 51百万円
機械及び装置 ３百万円
車両運搬具 １百万円
工具、器具及び備品 182百万円
リース資産 187百万円

未収入金 348百万円
関係会社短期貸付金 39,893百万円
未払金 0百万円

（表示方法の変更）
（損益計算書）

前事業年度まで営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「支払手数料」
は、金額的重要性が増したため、当事業年度は独立掲記しております。
なお、前事業年度の「支払手数料」は４百万円であります。

（追加情報）
（累積配当型優先株式の買取可能性）

萩原エレクトロニクス株式会社が2019年１月30日に発行した累積配当型優先株式
2,000百万円に関し、同社が債務の履行を遅滞した等、一定の事象が生じた場合又は、
2026年１月29日時点で当社又は萩原エレクトロニクス株式会社が同株式を取得してい
ない場合、当社が同株式を払込金額に加え累積未払配当金額で取得する義務が生じる可
能性があります。

（貸借対照表に関する注記）
⒈ 資産から直接控除した減価償却累計額

⒉ 保証債務
次の関係会社について、銀行取引に対し下記の債務保証を行っております。

萩原エレクトロニクス株式会社　　　　4,225百万円
萩原テクノソリューションズ株式会社　1,839百万円
その他　　　　　　　　　　　　　　　2,540百万円
合計　　　　　　　　　　　　　　　　8,605百万円

⒊ 関係会社に対する金銭債権または金銭債務
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顧客との契約から生じる収益 4,054百万円

営業収益 5,777百万円
その他の営業取引高 ９百万円
営業取引以外の取引高 167百万円

株式の種類 当事業年度期首 増　加 減　少 当事業年度末
普通株式（株） 158,474 34 3,003 155,505

繰延税金資産
未払賞与 47百万円
未払事業税 22百万円
投資有価証券評価損 13百万円
減損損失 42百万円
その他 84百万円

繰延税金資産小計 209百万円
将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △91百万円

評価性引当額小計 △91百万円
繰延税金資産合計 117百万円
繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △210百万円
その他 △136百万円

繰延税金負債合計 △346百万円
繰延税金負債の純額 △228百万円

（損益計算書に関する注記）

関係会社との取引高

（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）増加数の内訳は、次のとおりであります。
単元未満株式の買取による増加　　34株

減少数の内訳は、次のとおりであります。
譲渡制限付株式報酬としての自己株式処分による減少　　3,003株

（税効果会計に関する注記）
⒈ 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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法定実効税率 30.6％
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.4
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △14.3
住民税均等割 0.2
評価性引当額の増減 0.2
所得拡大税制による税額控除 △0.9
その他 △0.3

税効果会計適用後の法人税等の負担率 16.0

主要な項目別の内訳

　

種類 会社等の名称
議決権等の所有

（被所有割合）

関連当事者

との関係
取引の内容

取引金額

（百万円）
科目

期末残高

（百万円）

子会社

萩原エレクト

ロニクス株式

会社

所有

　直接100%

経営管理

資金貸借関係

債務の保証

管理業務受託料収入（※1）

不動産等賃貸料収入（※2）

配当金の受取（※3）

経営サポート料収入（※4）

貸付金利息の受取（※5）

資金の貸付（※6）

債務保証（※7）

1,412

250

652

1,923

142

△2,547

4,225

未収入金

未収入金

－

未収入金

－

関係会社短期貸付金

－

69

23

－

176

－

36,064

－

子会社

萩原テクノソ

リューション

ズ株式会社

所有

　直接100%

経営管理

資金貸借関係

債務の保証

管理業務受託料収入（※1）

不動産等賃貸料収入（※2）

配当金の受取（※3）

経営サポート料収入（※4）

貸付金利息の受取（※5）

資金の貸付（※6）

債務保証（※7）

335

249

558

342

10

652

1,839

未収入金

未収入金

未収入金

－

関係会社短期貸付金

－

９

23

－

31

－

3,828

－

⒉ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるとき
の、当該差異の原因となった主要な項目別の内訳

（関連当事者との取引に関する注記）

取引条件及び取引条件の決定方法
（※1）管理業務受託料収入は、「業務委託契約」及び「業務委託費に関する覚書」に基づ

き決定しております。
（※2）不動産等賃貸収入は、取引実勢及び近隣の不動産賃借料を勘案して合理的に決定し

ております。
（※3）受取配当金は、剰余金の分配可能額を基礎とした一定の基準に基づき、合理的に決

定しております。
（※4）経営サポート料収入は、「経営サポート契約書」に基づき決定しております。
（※5）貸付金利息は、市場金利を勘案して、合理的に決定しております。
（※6）資金の貸付は、取引が反復的に行われているため、当事業年度における純増減額を

記載しております。
（※7）子会社の銀行取引に対して債務保証を行っております。
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⒈ １株当たり純資産額 3,440円38銭
⒉ １株当たり当期純利益 225円08銭

（収益認識に関する注記）
（顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報）

顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「個別注記表　（重
要な会計方針に係る事項）　⒌　収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載してい
るため、記載を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）
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